
令和７年度第３回社会教育委員会議（書面会議）質問一覧表

１　報告事項

（１）令和７年度当初予算概要について（資料１）

№ 質問委員 担当課 質問 回答

1 佐藤委員 共通
予算は、社会教育費としていくらか割り当てられている金額をそ
の中で各事業に割り振っていいるのですか。それとも、このくら
いかかるのでくださいというように申請するのですか。

定例的、固定的な予算は経常的経費として例年の金額を参考に
割り振られます。一方、政策的事業に係る費用は政策的経費と
して個別に要求し折衝を重ねて予算化します。

2 佐藤委員 共通
全予算額、課ごとの小計など入れていただけたらもう少しわかり
やすかった。

資料は、主な事業のみ掲載したものですので合計額は掲載して
いませんが、参考に社会教育費と保健体育費の令和７年度当初
予算額を欄外に記載しました。また、表中に担当課を加えまし
たので参考としてください。（添付のとおり）

3 石塚委員 青少年課
「子どもの社会参画力育成事業」の参加人数が80％→40％に対し
減額は90万円程度なのはなぜか？

参加者の定員数は80名から40名に減少しましたが、サポーター
の人数については変更を行っていません。また、大型バスの運
行手数料や看護師派遣料などの固定費が含まれているため、参
加者数に比例して予算を減額することができない状況です。そ
のため、減額は90万円程度に留まっています。

4 石塚委員 生涯学習課
「おだわら市民学校事業」
１年目の基礎課程がキャンパスおだわらに移管されているのに増
額なのはなぜか？

おだわら市民学校事業の予算については、社会教育指導員の人
件費が８割程度を占めており、人件費の単価増が予算増額の主
な要因となっています。

5 髙𣘺委員 文化財課
「史跡石垣山保全対策事業」について
６年度予算に対し大幅にＵＰしている理由は？

R6年度に比べ、保全対策工事面積が広いため。

6 石塚委員 文化財課
「緊急発掘調査事業」は、昨年度比680万増なのは、R7に発掘調査
する遺跡が発見されたからなのか？

開発や建築に伴う緊急発掘調査件数が増加、また人件費などの
単価が高騰しているため。

7 石塚委員 図書館
「小田原東口図書館管理運営事業」
指定管理料と定期建物賃料のそれぞれの増額はいくらずつなの
か？

指定管理料：3,068千円増
賃料： 35千円減
その他(指定候補者選定委員会関係費)：113千円減



8 石塚委員 図書館 「デジタル図書館事業」における増額の理由は？
新聞記事デジタルデータベース提供事業者による利用料の値上
げ

9 石塚委員 スポーツ課
「学校体育施設開放事業」
小学校の夏休みプール開放における支援額は？

１校あたり250,000円として積算しております。
令和６年度の実施校は４校でした。

10 石塚委員 スポーツ課
「学校体育施設開放事業」関連
・LED化する理由はなぜか？
・体育館改修とエアコン導入よりも先にLED化なのはなぜか？

・運動場に設置されている照明灯は、多くのメーカーが製造を
終了しているメタルハライドランプもしくはメーカーが製造を
終了している水銀灯を使用しており、早期に更新する必要があ
るため、当該照明をＬＥＤ化し、省エネルギー化を図ります。
・スポーツ課が所管する施設は学校運動場照明のみです。

11 齊藤委員 共通

【意見】
子ども参画事業に関して、人数を減らしたために予算が減ったことは理解しました。ただし、小田原市にとっても貴重な「子ど
も・若者」に対する機会が社会教育で少ないのではないか、と感じます。
どの自治体も、地域の担い手育成は重要課題となっています。特に、長いスパンで考えると、コロナで停滞した「子ども・若者参
画」を意図的・優先的に取り組む必要があります。少子化だからこそ、「子ども・若者」を大事に育てるべきです。それは、学校
教育における児童・生徒問題を解決する突破口になると思われます。



２　協議事項

（１）令和７年度補助金概要について（資料２）

№ 質問委員 担当課 質問内容 回答内容

1
箕輪委員
石塚委員

青少年課

資料１「４：青少年関係団体支援事業」と資料２「３：指導者等
養成事業補助金」は概要を読むと同じものと感じ重複している気
がしました。
補助金は予算にプラスされるものと理解しましたが、または、予
算の内訳の一部に補助金も含まれるのでしょうか？

資料１では「４：青少年関係団体支援事業」の予算はR7で初めて
要求しているが、資料２「３：指導者等養成事業補助金」ではR6
予算があるのはなぜか？

ご指摘のとおり同じものです。青少年団体支援事業の内訳が指
導者等養成事業補助金となっています。
予算の内訳の一部に補助金も含まれています。

（資料２の「指導者等養成事業補助金」は、R6年度は資料１の
「３：青少年指導者等養成事業」にあったものを、R7年度は
「４：青少年関係団体支援事業」に組替えしたものです。）

2 石塚委員 共通 資料１と資料２の違いについて
資料１の予算のうち補助金を抽出して資料２に掲載していま
す。


